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① 配架済 ② 購入 ③ 寄贈
(2) 所蔵機関の役割 cf. 博物館・美術館（Museum）。文書館（Archives）。 
① 研究（学術的・書誌学的価値）
























(1) 原本保護の観点からの複製 ―利用は破壊？― 
マイクロフィルム化から電子化へ。 →複製物による閲覧の推奨。 
 紙質・厚・折り目・角筆・爪印・墨色・彩色の詳細な確認は原本でしかできない。 
(2) 電子化資料の公開と課題 ―電子化は万能？― 
各種フォーマットの存在（高精細(容量)，転用・印刷制限）。 
著作権処理：TPP 交渉のゆくえ(50 年→70 年？)。
パブリック・ドメインと所蔵権：影印・翻刻・写真掲載の許可制。 
ex. 国立国会図書館「サイトポリシー」（2014 年 5 月 1 日改訂）
（http://www.ndl.go.jp/jp/attention/index.html#web_repro，平成 28 年 6 月 13 日参照）
「国立国会図書館デジタルコレクション」「近代デジタルライブラリー」に掲載された著作権保護期間満
了の電子化資料，および電子展示「ディジタル貴重書展」「日本の暦」「近代日本人の肖像」「写真の





















komonjo.html，2014 年 2 月 1 日更新， 2016 年 6 月 13 日参照）。 
群馬県立文書館・群馬県市町村公文書等保存活用連絡協議会編『史料保存の手引き』
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2014 年 6 月 11 日参照） 
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